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令和３年度 

２級土木施工管理技術検定 

2次試験（種別：土木） 解答試案 

 

 

【問題 1】 

施工体験記述(安全管理・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

沈下 湿潤 5 漏水 レイタンス 

 

【問題 3】 

 

 

 

 

 

 

 

作業着手前 

 

 

・その日の作業を開始する前に、ブレーキ、クラッチ及びコント

ローラーの機能、警報装置等について点検する。 

・その日の作業を開始する前に、当該ワイヤーロープの異常の有

無について点検する。 

・作業の方法、転倒を防止するための方法・労働者の配置、及び

指揮系統を定める。 

・転倒の恐れのある場合は、必要な広さ、及び強度を有する鉄板

等を敷設し、その上に移動式クレーンを設置する。 

・アウトリガーを用いる時は、アウトリガーを鉄板の上で、クレ

ーンが転倒する恐れのない位置に設置し、アウトリガーを最大

限に張り出す。 

・移動式クレーンの運転については、一定の合図を定め合図を行

う者を指名する。 

・・・等 
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作 業 中 

 

 

 

 

 

・定格荷重を超える荷重をクレーンにかけてはならない。 

・強風のため移動式クレーンに係わる作業において危険が予想され

る時は、当該作業を中止しなければならない。 

・一定の合図を定め、合図を行う者を指名して、その者に合図を行

わせる。 

・当該クレーンの上部旋回体と接触する恐れのある箇所に労働者を

立ち入らせてはならない。 

・運転者は荷を吊ったままで運転席を離れてはならない。 

・・・等 

 

【問題 4】 

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

均等 端部 含水比 タイヤローラ 粘性 

 

【問題 5】 

 

 

 

 

 

 

コンクリート 

打込み時 

 

 

・乾いた型枠や旧コンクリート等がコンクリート内の水分を吸

収し、品質低下につながるので、充分散水し、湿潤状態を保

つ。 

・コンクリート表面に浮き出たブリーディング水は、スポンジ

等で水を取り除いて打込む。 

・粗骨材が分離してモルタル分の少ない部分は、分離した粗骨

材をすくい上げ、モルタル分の多い箇所に埋め込んで締め固

める。 

・著しい材料分離が認められる場合は、打込みをやめ、材料分

離の原因を調べ、これを防止する。 

・1層あたりの打込み高さを 40～50cm以下とする。 

・仕上がり速度は、一般の場合、30分当たり 1.0～1.5ｍ程度を

標準とする。 

                      ・・・等 
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コンクリート 

締固め時 

 

 

 

 

・棒状バイブレータはなるべく鉛直に差し込む。 

・棒状バイブレータの間隔は、一般に 50cm以下とする。 

・棒状バイブレータの引き抜きは徐々に行い、あとに穴が残らな

いようにする。 

・棒状バイブレータは横移動を目的として使用してはならない。 

・棒状バイブレータの加振時間は 10～15秒程度とする。 

・棒状バイブレータを下層のコンクリート中に 10cm 程度挿入す

る。 

                     ・・・等 

              

【問題 6】 

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

薄層 自然 支持力 強度特性 乾燥密度 

 

【問題 7】  

 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

同一 かぶり 側圧 上げ越し 底面 

 

  

【問題 8】 

架空線損傷事故防止  

  ・感電する恐れのある場合は、当該充電線路を移設する。 

  ・当該充電線路に絶縁用防具を装着する。 

  ・絶縁防護措置がなされていない送電線路の近くでの作業は、安全距離を厳守する。 

ただし、充分距離が保てない場合は、見張り員を置く等の措置を講ずること。 

                          ・・・等 
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【問題 9】 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク式工程表 

 

 

・作業の手順、各作業の開始日・終了日等の所要日数が

把握できる。 

・明確に作業の関連・工期に影響する作業が把握できる

ため、工種が多く、複雑な場合に用いられる。 

・1つの作業の遅れや変化が全体工期にどう影響するか

理解することが出来る。 

・どの作業が全体工程を最も左右するのか、時間的余裕

のない経路を確認できる。 

・作成が難しい。 

                     ・・・等 

 

 

 

横線式工程表 

 

 

・縦軸に作業名を記入し、バーチャートでは横軸に日数、

ガンチャートでは横軸に進捗率を記入する。 

・作業が容易で、簡単な工事で作業数の比較的少ない場

合に適する。 

・バーチャートは、各作業の開始日・終了日・所要日数

等が分かり易い。 

                   ・・・等 

 


